
政策の概要
【施策の概要】

科学の進展等を踏まえた食品の安全確保の取組の強化、食品表示情報の充実や適切
な表示等を通じた食品に対する消費者の信頼の確保

政策評価体系上の
位置付け

食料の安定供給の確保

政策に関係する内閣の重要
政策

・食料・農業・農村基本計画（令和２年３月31日）第３の１（４）
政策評価

実施予定時期
令和６年８月

令和３年度実施施策に係る政策評価の事前分析表

（農林水産省３－④）

政策分野名
【施策名】

食品の安全確保と消費者の信頼の確保 担当部局名

消費・安全局（大臣官房新事業・食品産業部、農林水産技術会
議事務局）
【大臣官房新事業・食品産業部食品製造課（食品企業行動室／
基準認証室）、消費・安全局消費者行政・食育課／農産安全管
理課／畜水産安全管理課、農林水産技術会議事務局研究開発
官室】
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基準
年度

目標
年度

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

0.2
%

2
%

4
%

6
%

8
%

10月把
握予定

把握の方法
出典：肥料の品質の確保等に関する法律に基づく生産数量（１月～12月分）報告等（農林水産省消費・安全局集計）
作成時期：調査年度の翌年度10月頃
算出方法：（当該年生産量-基準年生産量）／基準年生産量

達成度合いの
判定方法

達成度合（％）＝(当該年度実績値)／(当該年度目標値)×100
Ａ’ランク：150％超、Ａランク：90％以上150%以下、Ｂランク：50％以上90％未満、Ｃランク：50％未満

測定指標の選定理由
（及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠）

年度ごとの実績値

ア
有機物や副産物を原
料とする普通肥料の
生産量の増加率

0
%

30年度
10
%

７年度 F↑－直

【測定指標の選定理由】
　基本計画第３の１（４）①アの「新たな肥料制度の整備・活用を進めるととも
に、肥料、土づくり、畜産、食品リサイクル等の関連施策の連携により、地力の
維持向上、農業の生産性の向上、資源循環を実現」に該当するアウトカム指
標として設定。
　
【目標値（水準・目標年度）の設定根拠】
　有機・副産物肥料の生産量を、肥料の品質の確保等に関する法律が施行さ
れた令和２年12月から令和７年までに10%増加させることとしている。各年度の
目標値については、毎年度一定の割合で増加すると想定し設定しているが、
法施行前後の実績の確定を踏まえ、令和４年度に目標値等を見直し予定。

測定指標 基準値 目標値

年度ごとの目標値

指標－
計算分類

施策（１） 科学の進展等を踏まえた食品の安全確保の取組の強化

施策の目指すべき姿
【目標設定の考え方根拠】

生産、製造の段階における食品の安全確保等

目標①
【達成すべき目標】

有機・副産物肥料（注１）を農家が安心して利用できる仕組みの構築、全ての飼料関係事業者におけるGMPの導入推進
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基準
年度

目標
年度

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

57
%

66
%

75
%

84
%

93
%

57
%

把握の方法
出典：農林水産省消費・安全局調べ
作成時期：調査年度の翌年度７月頃
算出方法：導入に着手している広域流通する配合飼料製造工場数／広域流通する配合飼料製造工場数

達成度合いの
判定方法

達成度合（％）＝(当該年度実績値)／(当該年度目標値)×100
Ａ’ランク：150％超、Ａランク：90％以上150％以下、Ｂランク：50％以上90％未満、Ｃランク：50％未満

測定指標の選定理由
（及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠）

年度ごとの実績値

イ

飼料等の適正製造
規範（ＧＭＰ）ガイドラ
イン（注２）に基づく管
理手法の導入に取り
組む飼料製造工場
の割合

48
%

元年度
100
%

７年度 F↑－直

【測定指標の選定理由】
　基本計画第３の１（４）①アの「全ての飼料関係事業者におけるGMPの導入
推進」に該当するアウトカム指標として設定。
　
【目標値（水準・目標年度）の設定根拠】
　広域流通する最終製品の製造かつ供給の大宗を占める配合飼料製造工場
について、GMPガイドラインに基づく管理手法の導入に向けて、その取組の着
手状況を令和７年度までに100％とすることを目標として設定。
　なお、年度ごとに目標値を設定することは適切ではないが、毎年度、一定の
割合で増加すると想定し、年度毎の目標値を設定。

測定指標 基準値 目標値

年度ごとの目標値

指標－
計算分類
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基準
年度

目標
年度

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

60
%

100
%

- - -

60
%

把握の方法
出典：食品製造業におけるHACCPに沿った衛生管理の導入状況実態調査（農林水産省大臣官房統計部）
作成時期：調査年度の翌年度６月頃
算出方法：導入済み（導入途中を含む）の事業者/全事業者（抽出調査から全事業者における割合を統計処理し推計）

達成度合いの
判定方法

達成度合（％）＝（当該年度の実績値－基準値）／（当該年度の目標値－基準値）×100
Ａ’ランク：150％超、Ａランク：90％以上150%以下、Ｂランク：50％以上90％未満、Ｃランク：50％未満

測定指標の選定理由
（及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠）

年度ごとの実績値

ア

HACCPに沿った衛
生管理を実施してい
る食品製造事業者の
割合

20
%

30年度
100
%

３年度 Ｓ↑－差

【測定指標の選定理由】
　基本計画第３の１（４）①イの「食品等事業者を対象にHACCPに沿った衛生
管理の導入」に該当するアウトカム指標として設定

【目標値（水準・目標年度）の設定根拠】
　目標値については、食品衛生法に基づくHACCPに沿った衛生管理が令和
３年６月に義務化されることを踏まえ、令和３年度までに100％と設定した。
　また、令和２年度までに多くの食品・業態でHACCP手引書が作成され、導入
が加速するものとして設定。
　令和４年度に指標を見直し予定。

測定指標 基準値 目標値

年度ごとの目標値

指標－
計算分類

目標②
【達成すべき目標】

食品等事業者を対象にHACCP（注３）に沿った衛生管理の導入
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基準
年度

目標
年度

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

1.0
%以下

1.0
%以下

1.0
%以下

1.0
%以下

1.0
%以下

0.2
%

1.6
%以下

1.4
%以下

1.3
%以下

1.2
%以下

1.1
%以下

1.2
%

1.0
%以下

７年度

把握の方法

達成度合いの
判定方法

イ

加工食品の義務表
示事項（品質に関す
るもの）の不適正表
示率

1.8
%

30年度

把握の方法

達成度合いの
判定方法

測定指標の選定理由
（及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠）

年度ごとの実績値

ア
生鮮食品の「原産
地」の不適正表示率

1.0
%

30年度
1.0

%以下
７年度 Ｆ＝－直

出典：地方農政局等が毎年度計画的に小売店等を巡回して食品表示の状況
　　　の確認等を行う調査（農林水産省消費・安全局）
作成時期：調査年度の翌年度５月頃
算出方法：不適正表示小売店等数／調査小売店等数

施策の目指すべき姿
【目標設定の考え方根拠】

食品表示の適正化等、食品トレーサビリティの普及啓発

目標①
【達成すべき目標】

食品表示の適正化

測定指標 基準値 目標値

年度ごとの目標値

指標－
計算分類

施策（２） 食品表示情報の充実や適切な表示等を通じた食品に対する消費者の信頼の確保

Ａ（おおむね有効）：当該年度目標値以下の場合
Ｃ（有効性に問題がある）：当該年度目標値を上回った場合

出典：地方農政局等が毎年度計画的に小売店等を巡回して食品表示の状況
　　　の確認等を行う調査（農林水産省消費・安全局）
作成時期：調査年度の翌年度５月頃
算出方法：不適正表示小売店等数／調査小売店等数

Ａ（おおむね有効）：当該年度目標値以下の場合
Ｃ（有効性に問題がある）：当該年度目標値を上回った場合

【測定指標の選定理由】
　基本計画第３の１（４）②ア「立入検査や食品表示の監視・取締りなどを行うと
ともに、科学的な分析手法等を活用し、効果的・効率的な監視や食品表示の
適正化を推進」に該当するアウトカム指標として設定。
　なお、全ての加工食品における原料原産地表示義務化の経過措置期間が
令和３年度末で終了することから、４年度の巡回調査結果を踏まえ目標値等を
５年度に見直す予定。
　
【目標値（水準・目標年度）の設定根拠】
　平成30年度時点で、生鮮食品は1.0％、加工食品は1.8％であるが、
①調査対象事業者の中からの抽出調査であり、毎年調査対象の事業者が異
なること
②偽装表示の背景にある社会経済情勢等の影響を受けること
③実際上、過失による一時的な違反が生じうること
等を考慮し、可能な数値として７年度までに1.0%以下を目標値として設定し
た。
　なお、加工食品に係る不適正表示率については、各年度において0.1%～
0.2%程度の減少させることを目標として設定。

F↓－直
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基準
年度

目標
年度

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

78
%

79
%

80
%

81
%

82
%

89
%

42
%

43
%

44
%

45
%

46
%

45
%

Ｓ↑－差

出典：食料・農林水産業・農山漁村に関する意識・意向調査
　　　（農林水産省統計部）
作成時期：調査年度の翌年度４月頃
算出方法：入荷品と出荷品の相互関係を明らかにする記録を保存している
　　　　　数／流通加工業者数

各年度の達成度合（％）＝
　（当該年度実績値－基準値）÷（当該年度目標値－基準値）× 100(%)
Ａ’ランク：150％超、Ａランク：90％以上150%以下、Ｂランク：50％以
上90％未満、Ｃランク：50％未満

イ

流通加工業者におけ
る入荷品と出荷品の
相互関係を明らかに
する記録の保存（内
部トレーサビリティ）の
取組率

41
%

元年度
47
%

7年度 Ｓ↑－差

把握の方法

達成度合いの
判定方法

把握の方法

達成度合いの
判定方法

測定指標の選定理由
（及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠）

年度ごとの実績値

ア

生産者における農畜
水産物の出荷記録の
保存（基礎トレーサビ
リティ）の取組率

77
%

元年度
83
%

７年度

目標②
【達成すべき目標】

生産者における基礎トレーサビリティの取組率及び流通加工業者における内部トレーサビリティの取組率を向上

測定指標 基準値 目標値

年度ごとの目標値

指標－
計算分類

出典：食料・農林水産業・農山漁村に関する意識・意向調査
　　　（農林水産省統計部）
作成時期：調査年度の翌年度４月頃
算出方法：農畜水産物の出荷記録を保存している数／生産者数

各年度の達成度合（％）＝
　（当該年度実績値－基準値）／（当該年度目標値－基準値）× 100(%)
Ａ’ランク：150％超、Ａランク：90％以上150%以下、Ｂランク：50％以
上90％未満、Ｃランク：50％未満

【測定指標の選定理由】
　基本計画第３の１（４）②イの「生産者における基礎トレーサビリティの取組率
及び流通加工業者における内部トレーサビリティの取組率を向上」に該当する
アウトカム指標として設定。

【目標値（水準・目標年度）の設定根拠】
　 令和３年度は、令和元年度及び２年度に策定された新たな食品トレーサビリ
ティ推進方策の推進に加え、農産物加工品について、食品表示の誤表示によ
り発生している商品回収に寄与できる仕組みを構築することとしている。
　令和２年度から、測定指標の実績値を把握する「食料・農林水産業・農山漁
村に関する意識・意向調査」の調査対象が変更されたが、引き続き令和２年度
と同様に各年度の目標値については、毎年度１％ずつ増加すると想定し設
定。なお、令和３年度の調査結果の公表をもって、目標値の変更の是非につ
いて検討。
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30年度
[百万円]

元年度
[百万円]

２年度
[百万円]

(1)

食品の品質・安全管
理サポート事業
（令和元年度）
（関連：３-①）

-
147

（143）
63

(63)
（1）-②-

ア 0006

(2)

日本発食品安全管
理規格策定推進事
業
（平成28年度）
（関連：３-②）

91
（91）

77
（77）

40
(０)

（1）-②-
ア 0014

(3)

動物用医薬品対策
事業
（昭和38年度）
（主）

80
（77）

73
（69）

68
(66)

- 0068

(4)

独立行政法人農林
水産消費安全技術
センターに必要な経
費
（平成13年度）
（主）

6,641
（6,641）

6,992
(6,992)

6,914
(6,914)

（2）-①-
ア

（2）-①-
イ

0069

(5)

牛肉トレーサビリティ
業務事業委託費
（平成15年度）
（主）

233
（231）

235
(232)

234
(227)

- 0070

(6)

生産資材安全確保
対策事業委託費
（平成18年度）
（主）

283
(227)

312
（266）

264
(227)

（1）-①-
イ 0071

234 -

263 -

- -

67 -

6,802 -

政策手段
（開始年度）

予算額計（執行額）
３年度

当初予算額
[百万円]

関連す
る

指標

- -

政策手段の概要等

令和３年
度行政
事業レ
ビュー
事業番

号
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(7)

有害化学物質・微生
物リスク管理基礎調
査事業委託費
（平成18年度）
（主）

155
（114）

173
（155）

168
（146）

- 0072

(8)

産地表示適正化推
進事業委託費
（平成24年度）
（主）

35
（34）

38
(36)

34
(33)

（2）-①-
ア

（2）-①-
イ

（2）-②-
ア

（2）-②-
イ

0073

(9)

動物用ワクチン緊急
時増産体制整備事
業
（令和元年度）
（主）

-
0

(0)
201

(197)
- 0074

(10)

消費・安全対策交付
金
（平成17年度）
（関連：３－⑤）

3,710の
内数

(3,423の
内数）

2,184の
内数

（2,036の
内数）

8,802の
内数

(3,596の
内数)

- 0082

(11)

安全な農畜水産物安
定供給のための包括
的レギュラトリーサイ
エンス研究推進事業
（令和２年度）
（関連：３－⑪）

- -
635(633)

- 0216

(12)

農薬取締法
（昭和23年）
（主）

- - - - -

(13)

肥料の品質の確保等
に関する法律
（昭和25年）
（主）

- - - （1）-①-ア --
   肥料の生産等に関する規制を行うことにより、肥料の品質等を確保するとともに、その公正な取引と安全な
施用を確保し、農業生産力の維持増進及び国民の健康の保護に資する。
   当該法律に基づく安全な生産資材の確保により、国産農林水産物及び食品の安全性の向上に寄与する。

-
   農薬登録に際して、関係府省と協力して安全性の評価を行うとともに、農薬の使用基準を策定し、登録農薬
の適正使用の確保、無登録農薬の取締を行う。
　 当該法律に基づく安全な生産資材の確保により、国産農林水産物及び食品の安全性の向上に寄与する。

615 -

34 -

351 -

2,210の内数 -

187 -
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(14)

飼料の安全性の確保
及び品質の改善に関
する法律
（昭和29年）
（主）

- - - （1）-①-イ -

(15)

食品の製造過程の管
理の高度化に関する
臨時措置法（HACCP
支援法）
（平成10年）
（主）

- - - （1）-②-ア -

(16)

牛の個体識別のため
の情報の管理及び伝
達に関する特別措置
法
（平成15年）
（主）

- - -
（2）-②-ア
（2）-②-イ -

(17)

愛がん動物用飼料の
安全性の確保に関す
る法律
（平成21年）
（主）

- - - （1）-①-イ -

(18)

米穀等の取引等に係
る情報の記録及び産
地情報の伝達に関す
る法律
(平成22年）
（主）

- - -
（2）-②-ア
（2）-②-イ -

(19)

食品表示法
（平成27年）
（主）

- - -
（2）-①-ア
（2）-①-イ -

-
   愛玩動物用飼料の安全性の確保を図る。
   当該法律に基づく安全な愛玩動物用飼料の確保により、愛玩動物の健康を保護し、動物の愛護に寄与す
る。

　食品の表示は、消費者の商品選択の際のよりどころとなるものであり、食品の表示の日常的な監視活動を強
化するとともに、食品事業者に対する表示方法の指導を徹底することにより、食品表示の遵守状況の確実な
改善に寄与する。

  米穀等に関し、食品としての安全性を欠くものの流通を防止し、表示の適正化を図り、適正かつ円滑な流通
を確保するための措置の実施の基礎とするとともに、消費者の利益の増進を図るため、米穀等の取引等に係
る記録を作成及び保存し、当該米穀等の産地情報を取引先や消費者に伝達する制度を構築する。
  米穀等のトレーサビリティ制度を義務づけることにより、食品事故等の発生時における問題食品の特定や原
因の究明、製品回収等による問題の拡大防止等の米穀事業者の取組の拡大・強化に寄与する。

-

-

-
  飼料及び飼料添加物の製造等に関する規制、飼料の公定規格の設定等により飼料の安全性の確保及び
品質の改善を図る。
  当該法律に基づく安全な生産資材の確保により、国産畜産物等及び食品の安全性の向上に寄与する。

-

  食品製造業における食品の安全性向上と品質管理の高度化に資するHACCPの導入を推進するため、食品
製造業者が行うHACCPの導入のための体制・施設の整備及びHACCP導入の前段階の衛生・品質水準の確
保や消費者の信頼確保のための体制・施設の整備（高度化基盤整備）に対して長期低利融資により支援す
る。
　食品産業におけるHACCPの導入及び高度化基盤整備の普及・定着により、食品製造事業者の安全管理の
取組の拡大・強化に寄与する。

-

  BSEのまん延防止措置の的確な実施等のため、牛を個体識別番号により一元管理するとともに、生産から流
通・消費の各段階において当該個体識別番号を正確に伝達するための制度を構築する。
  消費者の信頼を確保するため、牛トレーサビリティ法に基づくトレーサビリティ制度を牛の管理者等から特定
牛肉の販売業者、特定料理提供事業者までに義務づけることにより、牛肉に係る個体識別情報の提供を促進
し、もって畜産及びその関連産業の健全な発展並びに消費者の利益の増進を図ることに寄与する。
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(20)

日本農林規格等に
関する法律（JAS法）
（平成29年）
（関連：２-①、②）

- - -
（2）-①-ア
（2）-①-イ -

11,228
（内数を
含む）

10,231
（内数を
含む）

17,423
（内数を
含む）

10,838
（内数を
含む）

10,006
（内数を
含む）

12,102
（内数を
含む）

移替え予算に係る政策手段一覧（参考）

30年度
[百万円]

元年度
[百万円]

２年度
[百万円]

(1)

【復興庁より】
放射性物質による農
畜産物等影響実態
調査対策
（平成24年度）

81
（68）

77
（55）

65
（51）

- 0081

(2)

【復興庁より】
福島県農林水産業
再生総合事業
（平成29年度）

4,609
（4,601）

4,841
（4,833）

4,660
（4,652）

- 0090

それ以外の政策手段については、「関連」と記載するとともに関係する政策分野の番号を記載している。

　日本農林規格（ＪＡＳ）の制定、適正な認証及び試験等の実施を確保する。
　これにより、農林物資の品質の改善並びに生産、販売その他の取扱いの合理化及び高度化並びに農林物
資に関する取引の円滑化及び一般消費者の合理的な選択の機会の拡大を図ることを通じて、食品に対する
消費者の信頼の確保に寄与する。

-

（注３）移替え予算とは、予算成立後、府省間において、移動させられる予算のことである。

政策手段の概要等

令和３年
度行政
事業レ
ビュー
事業番

号

65 -

（注２）「予算額計」欄について、税制の場合は、減収見込額（減収額）を記載している。

政策の予算額[百万円]
10,763

（内数を含む）

政策の執行額[百万円]

政策手段
（開始年度）

予算額計（執行額）

３年度
当初予算額

[百万円]

（注１）当該政策分野の主たる「法令」「予算」「税制」については、「政策手段」の欄に「主」と記載している。

関連す
る

指標

4,700 -

参照ＵＲＬ

https://www.maff.go.jp/j/budget/review/R2/01f.html

https://www.maff.go.jp/j/budget/review/R2/03f.html
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１．用語解説

ＨＡＣＣＰ注３
食品の製造工程毎に、あらかじめ危害を予測し（危害要因分析）、危害防止につながる特に重要な工程（重要管理点）を継続的に監視・記録するシステム。これ
までの品質管理の手法である最終製品の抜取検査と比べて、より効果的に、安全性に問題のある製品の出荷を未然に防止することができる。

飼料等の適正製造規範（ＧＭＰ）ガイドラインは、飼料の安全確保に関する国際的な考え方の変化を背景に、原料から最終製品までの全工程において実施する
基本的な安全管理である適正製造規範（ＧＭＰ：Good Manufacturing Practice）を事業者自らが導入するため指針として2015年４月に制定。

注４ レギュラトリーサイエンス 科学的知見と、規制などの行政施策・措置との間を橋渡しする科学。

参考資料

注１ 有機・副産物肥料 家畜ふん堆肥など動植物質のものを原料とした肥料や産業副産物を原料とした肥料。

注２ GMP（ガイドライン）
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